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1 は じ め に

被覆尿素を利用した側条施肥の全量基肥一回施肥は,生

育中期の肥切れがなく追肥を省略できることを前報で報告

した:)。 しかし,近年急速に作付が拡大している良質米品

種あきたこまちで未検討であったこと,更に側条施肥にお

ける緩効性肥料の利用法として,新たにLPl巴料の全層施

I18と 速効性の側条施肥を組合せた試験を実施したのでその

結果について報告する。

2試 験 方 法

試験 I 良質米品種「あきたこまち」の被覆尿素入りLP
505号 側条施肥

(D 土壌条件 厚層腐植質多湿黒ボク土
0)試験区の構成

表 1 試験区の構成

13)供試品種 あきたこまち (稚苗)
に)耕種概要 播種期 4月 23日 (180,/箱 :乾籾)

移植期 5月 16日

3試 験 結 果

(1)良質米品種「あきたこまち」の被覆尿素入 りLP
505号側条施肥

高標高地の多湿黒ボク■壌において良質米品種あきたこ

まちを供試して,緩効性LP505の 側条基llE一回施肥と,

速効性lll条専用肥料を基肥に,分けつ期追肥+幼穂形成期

追肥との比較を行った。

茎数の推移は図 1に示した。側条LP505号 は 6月 中 ,

下旬ころから茎数が抑制気味に経過し,草丈も短く生育量

も低下した。これは昭和63年度が冷害年であり7月 中の気

温が低く,温度によって溶出量が決まるLP肥料の特性が

十分に発揮できなかったものと思われる。稲体の窒素吸収

量の経過を図 2に示した。初期はどちらも速効性が効いて

おり差はみられない。側条LP505号区の養分吸収は 7月

中旬以降の低温,少照の連続によって窒素吸収が著しく低

下した。表 3に収量調査及び分解調査を示した。側条LP

505号区の収量は,茎数不足と生育量低下のため全重,藁

重が低下した。また低温少照による窒素吸収が少なく一穂

籾数が減少し,単位面積当り籾数を十分確保できず,収量

比で 1割の減収となった。

12)被覆尿素肥料の全屑施肥と側条施肥の組合せ

被覆尿素肥料の各溶出タイプが異なる肥料を全層施肥と

し,速効性の側条施肥を組合せた試験を実施した。茎数の

推移を図3に示した。茎数は6月下旬ころまで側条施肥の

肥効によつて初期生育には差が認められない。しかし側条

施1巴の月巴効が消失すると思われる7月 上旬ころから全層施

肥の緩効性肥料形態による肥効特性がみられ,茎数増加は

1′P70>I.P100>I,P― Sの順になっている。

これら全層施肥の肥効特性について稲体の窒素吸収量と

の関連で見たものが図 4である。全層施肥の肥効が発現す

る6月 下旬から7月 上旬の窒素吸収速度は,LP70>LP
100>LP― Sの傾向が明らかである。また, 7月 下旬か

注  側条 2号 (10-20-15),LP 505(15-20-15)

3)供試品種 あきたこまち (稚苗)
に)耕種概要 播種期 4月 23日 (180,/箱 :乾籾)

移植期5月 6日

追肥 籟 行施肥区)

6月 27日 (N03ルタ/′成分)
7月 19日 (N・ K各 02ん9/α 成分)

試験Ⅱ 被覆尿素肥料の全層施肥と側条施肥の組合せ
(1)土壌条件 厚層腐植質多湿黒ボク上
0)試験区の構成

側 条 施 肥

ン酸

l L P 100

2 LP― SI側条区
3 L P 70+側条区

)

1 5   1    200

1 5   1   200

15 1 200

表 2 試験区の構成

注 憫l条 2号 (10-20-15)垂 過イi塩加補正
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図 1 茎数の推移 (側条施肥)
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図3 茎数の推移 (全層施肥+側条施肥)

表 3 収量及び分解調査
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図4 窒素吸収速度

よって一穂籾数が減少してやや減少となった。全層I,P―

S+側条施肥は穂数が不足気味であるが,生育後期の溶出
増加による窒素吸収がまさリー穂籾数の低下が少なく,L
P70並 の収量水準となった。
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図 2 窒素吸収量の変化 (側条施肥)

4 ま

数
　
（
本
／
ノ
〉

１
日
当
つ
笙
素
吸
収
量

′^
グ
リ

鰹
め

表 4 収量及び分解調査

薔姜 j概 霜濃 言普千1i"
(本 )(拉〉 (1い  (%)(′ )

4'1 778 382 854 21`
46(  7` `  35 4  84 0  22 2

602  `8 0  34 1  868  21 6

ら8月 上旬にかけてLP70タ イプの吸収量が急激に低下す

るのに対 して,LP100と LP― Sの 吸収量は増加傾向で

ある。

収量及び分解調査結果を表 4に示した。収量は全層LP
llXl+側条施肥が711″/α と最高収量になった。全層L
P70+側条施肥は穂数が多いものの,生育後期の肥切れに

0)被覆尿素LP505の 側条基肥一回施肥は,異常低温
などによって穂数不足となり減収する場合があるので追肥

などを考慮する必要がある。

2)側条施肥における緩効性肥料の利用法として,被覆
尿素LP505タ イプの全層施肥に速効性の側条施肥を組合

せることによって多収が得られる。
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